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１． 出品者 プロフィール 

収集歴  SINCE 昭和の初め 

収集範囲 日本全般 

 

２．コレクション拝見 「航空郵便 戦前編」        

 我が国に飛行機が飛来したのは、明治４３年１２月。２名の 

陸軍士官が、留学先のフランスおよびドイツから帰国の際に持ち帰っ

た飛行機を、代々木練兵場で飛行した。 

 その後、明治４５年米国人アツトウオーターが来日し水上機 

を使用して芝浦―横浜間の飛行を公開した。この飛行機に郵便物 

を搭載し、飛行機の見物に入場料が必要で、それ以降は郵便を搭載 

した飛行機の試験飛行が地方にも及ぶようになった。 

 大正８年、帝国飛行協会は懸賞金付きの東京―大坂間の飛行郵便 

を企画した。逓信当局は飛行郵便試行記念切手を発行し郵便を搭載 

した。１０月４日東京の洲崎埋立地を飛び立った飛行機は天候不良 

で引き返し飛行は中止になった。大阪から東京への飛行も中止とな

り、いずれも汽車で運ばれて、宛先に届けられた。 

 「大正１４年４月２０日より当分の間左記により飛行機による 

郵便物の逓送を開始す」と逓信省告示があり、東京―大阪、大阪 

ー福岡での飛行郵便の取り扱いを開始した。飛行郵便を利用するに

は、料金完納の封書と葉書でその表面に「飛行」と朱書した郵便 
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を取り扱いを指定された郵便局に差し出す。福岡の指定局は博多、 

久留米、小倉、門司、若松、八幡、および戸畑の各局で、博多局 

で毎週火、木、土曜日午後に出発した。更に大正１４年５月２０日 

から大阪―高松―今治間の取扱が開始された、この四国線は大正１５

年５月１７日からは大分までのびて、飛行郵便は、大分、別府、 

宮崎も利用できるようになった。 

 私が収集している航空郵便は、大正１４年４月の航空料無料時期 

からで、福岡を発着したものだけを対象にし、筑前国筑後国郵便局 

や九州の鉄道郵便局印と郷土につながった延長線上の収集である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


